
  
  
 
 
 
 

 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

発行・編集 「到津の森公園」「森の仲間たち」 12 年 3 月 1 日発行 通巻 109 号 

「到津の森公園」公園事務所 

小倉北区上到津４－１－８ 

Tel 093‐651-1895 〒803-0845 

http://www.kpfmmf.jp/zoo/ 

★MONKEY VILLAGE(モンキービレッジ)★ 
飼育員が丹精をこめて作ったグッズを多数販売！ 

10:30～12:00  13:30～15:30 

※個人会員は会員証の提示で割引あり 

【里のいきもの館レクチャールーム横広場にて】 

★ゾウのウンチで紙すき★ 
          ウンチがハガキに大変身！究極のリサイクル！ 

 11:00～12:00 (先着 20人) 

          ※参加費 100 円 (個人会員無料) 

         【里のいきもの館レクチャールームにて】 

他にも、モルモットレース・鳥さんの模型づくり・ 

ニホンザルっこラリー等、楽しいイベントが盛りだくさん！ 
 

 

日頃の感謝を込めて、 

この日だけの特別イベントを多数開催します！ 
 

☆わくわく体験教室☆～小枝で動物作り～ 
●日 時： ３月２５日(日) 13:00～15:00 《受付 13：45 まで》 

※材料がなくなり次第終了 

●場 所： 里のいきもの館レクチャールーム 

●料 金： １００円  ※入園料は必要です 

園内で集めた小枝を使って、いろいろな動物を作ります。 

小枝も集まれば動物に変身！自然の中で楽しく仲良く体験学習を！ 

 

  

 

☆ネイチャークラフト☆ 

到津の森公園で活動する市民ボランティア「森の仲間たち」主催 
木の枝やどんぐりなどを使って、自由に工作して下さい。 
時  間 ： １０：００～１５：００ 
場  所 ： ふれあい動物園 ウサ・モルハウス横 休憩所 
参加費 ： ２００円／１個 （サポーター・友の会の方は無料） 
 

詳しくは、HP もしくは到津の森公園(651-1895)まで、お問合わせ下さい。 

 

★ライオンガイド★ 
■日時・期間： ２月・３月の土日・祝日 １１：３０～１１：４５ごろまで  

■開催場所： 「草原の世界」 ライオン・ガラスビュー前 
百獣の王、ライオン。その名のとおり、ガラス１枚へだてて見る姿は迫力

満点です。 

しかも当園のオスライオンの名前は「キング」！いかにも強そうでしょう！ 

このイベントでは、担当飼育スタッフが、時には小道具なども使ってライオ

ンのあれこれをお話しします。 

 

★ウンチのウンチク★ 
■日時・期間： ２月・３月の土日・祝日 １４：３０～１４：４５くらいまで  

■開催場所： 「林床の世界」 ゾウ運動場   

※雨天時はライオン・ガラスビュー前 
「うんち」は、動物たちを世話する飼育スタッフにとって、とっても大切なも

の。動物たちの健康状態など、うんちを見ればわかることがたくさんあるの

です。 

このイベントでは、いろいろな動物のうんちの標本や時には本物を見て、

どのうんちがどの動物のものなのかを当てていただきます！ 

本物が登場したときには、食べるものによって「におい」が違うことも実感

してくださいね。 

天候などの都合により変更・中止することがあります。どうぞご了承ください 



 

★ウサ・モルのふれあいの時間★ 

■日時・期間： １１：００～１２：００ ※土日・祝日のみ実施 

          １３：３０～１４：３０ ※毎日実施 

■開催場所： ふれあい動物園「ふれまる」 ウサ・モルハウス 

子どもたちに人気のイベントです。ふれあい動物園「ふれまる」で、 

かわいいウサギとモルモットとふれあおう。ひざの上で、やさしくなでて 

あげてね。 

 

ど～もみなさんこんにちは！ 

 はじめまして。去年の７月から飼育員として働いています、新

人の宮﨑和宏です。今担当している動物は、キリン・シマウマ・

ミーアキャットです。 

 飼育員になって、２ヶ月目の時にキリンの「望」が生まれ、初

めて出産に立ち会うことができました。父親の「トーマ」と同じ

くソワソワすることしかできませんでしたが、そのときの感動は、

忘れられないものでした。 

 今は、ゾウ飼育員の見習いとして、餌作り・寝室の掃除から始

まり、トレーニングや調教を行っています。早く一人前になれる

よう勉強中です。 

 担当する動物が大型ばかりで、大変なこともありますが、小さ

いころからの夢の飼育員になれて、毎日がむしゃらに、楽しく働

いています。 

 こんな僕ですが、これからもよろしくお願いします。 

飼育展示係 宮﨑 和宏 
 

 きびしかった今年の冬、寒風に凛と咲く梅もつぼみ 

が多く、花に集まるメジロもほとんど姿を見ないまま、 

三月になってしまいました。 

 毎年弥生三月には、春の花たちが次々と咲き始める 

嬉しい季節ですが、その中でも今回、おばさんのお勧 

めは「クロキ」です。常緑の小高木といわれています 

が、平野の日当たりのよい場所では 15ｍ位になること 

もあります。 

 本州以南の沿海地に分布し、日陰や乾燥・潮風にも 

耐える頑張り屋さんです。 

名前の通り樹皮の黒いこの木。知らないよと思われ 

る方が多いかもしれません。北九州では庭木として植 

栽される事もあまりないようです。でも北九州のちょ 

っとした林には必ずといってよい程見られ、スダジイ 

－ヤブコウジ群落の「標徴種」となっています。 

 植物が同じ場所に集まって一緒に生育している集団を「群落」

といい、特定の群落に見られ、しかも他の群落にあまり見られ

ない特徴的な植物を「標徴種」といいます。 

 白い花びらは経 8mm 位、うす黄色の長い雄しべがたくさん付

いて毬のように見える小花が、葉の付け根に固まって咲いてい

る姿は暖かく、可愛い印象です。 

とても厚みがあり、革質で互生の葉はモチノキに似ています。 

でも見分けは簡単。ちょっと手を伸ばして緑色の若枝をつまむ

と、くっきり角ばっていて（稜･ﾘｮｳ）、ああこれはクロキだとわ

かります。 

 秋には 1.5cm 位の長楕円形の黒い実をつけ、モチノキの赤い

実との違いは歴然。同じハイノキ科のハイノキ･ミミズバイと共

に昔から木灰を染色の媒染剤として有用視されてきました。 

これこそまさに郷土の樹木、クロバイは芝生広場の背面、丘の

上の古くからの住人です。是非会いに来て下さいね。管理棟 2F

ロビーにパネル写真を展示しています。 文：花咲くおばさん  

 


